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性病変38例である。内わけは，胸壁i乙接する肺内腫癌27例，縦隔腫癌 3 {9IJ. 胸壁腫癌 5 例，および胸膜
病変 3 例である。
2. 方法
使用装置は， リニア電子走査型装置と，生検専用の穿刺用探触子 (3.5 MHz) を用いた。生検針は吸










1. 38例中30例( 78.9 %)で確定診断が得られた。
2. 悪性腫癌性病変は23例で，うち 17例が原発性肺癌， 6 例が転移性肺および胸壁腫蕩であった。
吸引生検による陽性率は22例中14例( 63.5 %)で， Tru-Cut針による組織診陽性率は17例中 16例(94.1
%)であった。両者をあわせると，超音波ガイド下生検により23例中21例で確定診断が得られ，田nsitivity
は 9 1. 3 %であり false positive はなかった。





















もので，高い安全性と確診率を得た。更に，本法が有効な病巣は(1)肺尖部腫癌， (2)横隔膜近傍腫痛， (3) 
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胸壁 l乙接する小腫癌. (4)胸水内の肺野末梢腫痛. (5)縦隔腫痛などで，これらは従来の気管支鏡下や透視下
生検法が困難であったり，危険な症例である事を明らかにした。これらの病巣には本法が第一選択の生検
法となる事を示した点，学位に値する業績と判断される。
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